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・一般社団法人 日本腎臓学会理事長  柏原 直樹 挨拶

・令和元年度 第 62 回学術総会長 湯澤 由紀夫 挨拶 
・総会成立の確認

・議事録署名人選出
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審議事項
 

令和元年度日本腎臓学会総会審議事項 

 

１．新規・更新評議員候補者（敬称略） 

【新規評議員】（敬称略） 
亀井大悟、星野太郎、中野大介、福田顕弘、生方政光、荒木 真、木下千春、島 久登、

伊藤聖学、小川智也、三島英換、杉本圭相、涌井広道、人見浩史、竹内陽一、石本卓嗣、

平塩秀磨（17 名） 
 
 

【更新評議員】（敬称略） 
旭 浩一、阿部雅紀、奥山 慎、小此木英男、川田典孝、兒島憲一郎、清水 章 
長澤康行、中島 歩、林 晃正、藤田芳郎、三瀬直文、安井孝周、安田日出夫、 
楊川堯基、楽木宏実、高山達也、井上嘉彦、岩田恭宜、岩谷博次、宇田 晋、大竹剛靖、

加藤佐和子、金子修三、北島信治、合田朋仁、酒井行直、櫻田 勉、志水英明、 
清水正樹、清水美保、蘇原映誠、髙橋和男、髙橋直生、高畠義嗣、立松美穂、辻 孝之、

坪井伸夫、遠山直志、中沢大悟、長沼俊秀、中屋来哉、成瀬友彦、林 宏樹、松浦友一、 
森下義幸、守矢英和、若杉三奈子（48 名） 

 

２．名誉会員候補者（敬称略）

木村玄次郎、槇野博史、山田 明、佐々木 成、髙橋公太

３．国際名誉会員候補者（敬称略）

 Danilo Fliser Medicine and Head of the Department of Internal Medicine IV (Renal  
& Hypertensive Disease) and of the Transplant Centre at the 
Saarland University Medical Centre, Homburg, Germany 

 

Sydney Tang    Chair of Renal Medicine, University of Hong Kong, Hong Kong 
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4. 平成30年度決算報告

(単位:円)

Ⅰ　資産の部
 1. 流動資産

現預金合計 △ 28,224,973
前払金
未収金 △ 51,681,095
仮払金 △ 582,824

流動資産合計 △ 76,884,550
 2. 固定資産

(1) 基本財産
基本財産引当預金

基本財産合計
(2) 特定資産

退職給付引当資産
国際腎臓学会招致引当預金
日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金
学術調査研究基金 △ 15,000,000
学会主導学術総会引当預金

特定資産合計
(3) その他固定資産

リース資産 △ 400,032
什器備品 △ 227,249
ソフトウェア
電話加入権

その他固定資産合計
固定資産合計
資産合計 △ 63,761,788

Ⅱ　負債の部
 1. 流動負債

未払金 △ 81,072,622
前受金
預り会費
預り金 △ 1,039,066

流動負債合計 △ 55,505,622
 2. 固定負債

退職給付引当金
未払リース債務 △ 400,032

固定負債合計
負債合計 △ 54,287,054

Ⅲ　正味財産の部
 1. 指定正味財産

寄付金
指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)

 2. 一般正味財産 △ 9,474,734
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)
正味財産合計 △ 9,474,734
負債及び正味財産合計 △ 63,761,788

貸借対照表
平成31年 3月31日現在

科目 当年度 前年度 増減
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(単位:円)

Ⅰ　一般正味財産増減の部
 1. 経常増減の部

(1) 経常収益
基本財産運用益

基本財産受取利息
受取会費

受取入会金 △ 128,000
正会員受取会費
団体会員受取会費
賛助会員受取会費 △ 100,000

事業収益
会場収益 △ 107,794,224
広告料収益 △ 1,116,869
認定料収益 △ 1,260,000
更新料収益
試験料収益 △ 14,130,000
ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ問題収益
受託事業収入 △ 328,943

受取補助金等
受取国庫補助金収入
国際腎臓学会
日本腎臓財団 △ 48,000
その他自治体補助金 △ 6,285,340

受取負担金
受取負担金 △ 1,220,450

受取寄付金
受取寄付金 △ 5,880,000
賛助金収入

雑収益
受取利息 △ 113
雑収益

経常収益計 △ 120,842,061
(2) 経常費用

事業費
給料手当 △ 1,101,029
福利厚生費 △ 407,020
支払報酬 △ 92,880
退職給付費用
会議費 △ 16,185,271
旅費交通費 △ 33,926,728
通信運搬費 △ 5,134,711
備品消耗品費 △ 880,843
修繕費
印刷製本費 △ 16,133,129
会場費 △ 25,691,746
水道光熱費
賃借料
保険料 △ 85,199
諸謝金 △ 681,664
事務用品費 △ 9,056
リース料 △ 144,413
奨励金
租税公課
支払負担金
寄付金
委託費 △ 36,187,105
奨学金
広告宣伝費 △ 777,088
記念品費 △ 1,174,967
支払手数料 △ 468,817
減価償却費
雑費 △ 3,373,435

事業費計 △ 125,350,181
管理費

給料手当
福利厚生費
支払報酬 △ 54,000
会議費 △ 896,255
旅費交通費 △ 548,460
通信運搬費 △ 696,841
備品消耗品費 △ 6,634
修繕費
印刷製本費 △ 797,178
水道光熱費
賃借料
保険料 △ 61,695
諸謝金
事務用品費
リース料 △ 104,575
租税公課
支払負担金 △ 183,150
支払手数料 △ 10,139
委託費 △ 37,369
記念品費 △ 5,562
交際費 △ 75,720
減価償却費
雑費 △ 18,145
退職給与引当金繰入額

管理費計 △ 2,051,818
経常費用計 △ 127,401,999

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 9,474,732 △ 16,034,670
当期経常増減額 △ 9,474,732 △ 16,034,670

 2. 経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計
(2) 経常外費用

固定資産除却損 △ 1
経常外費用計 △ 1

当期経常外増減額 △ 2 △ 3
当期一般正味財産増減額 △ 9,474,734 △ 16,034,673
一般正味財産期首残高 △ 16,034,673
一般正味財産期末残高 △ 9,474,734

Ⅱ　指定正味財産増減の部
一般正味財産への振替額

一般正味財産への振替額
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 9,474,734

正味財産増減計算書
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで

科目 当年度 前年度 増減
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(単位:円)

Ⅰ　一般正味財産増減の部

 1. 経常増減の部

(1) 経常収益

基本財産運用益

基本財産受取利息 5,082 5,082

受取会費

受取入会金 842,000 842,000

正会員受取会費 138,378,000 138,378,000

団体会員受取会費 312,000 312,000

賛助会員受取会費 3,750,000 3,750,000

事業収益

会場収益 11,744,000 210,582,102 222,326,102

広告料収益 5,421,510 6,210,000 11,631,510

認定料収益 5,120,000 5,120,000

更新料収益 22,920,000 22,920,000

試験料収益 9,990,000 9,990,000

ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ問題収益 1,108,000 1,108,000

受取補助金等

受取国庫補助金収入 7,500,000 7,500,000

国際腎臓学会 1,580,400 1,580,400

その他自治体補助金 1,514,660 1,514,660

受取寄付金

受取寄付金 200,000 1,000,000 1,200,000

賛助金収入 28,776,972 28,776,972

雑収益

受取利息 28 86 859 1,433 2,406

雑収益 10,936,990 2,263,998 323,000 13,523,988

経常収益計 0 35,802,528 3,844,484 247,084,593 39,138,000 144,611,515 0 470,481,120

(2) 経常費用

事業費

給料手当 3,342,369 10,622,204 3,822,145 4,799,270 6,832,910 29,418,898

福利厚生費 452,383 1,517,549 453,301 630,427 871,600 3,925,260

退職給付費用 212,800 201,080 128,320 217,980 332,100 1,092,280

会議費 403,290 3,386,895 417,997 15,100,504 52,652 19,361,338

旅費交通費 2,228,386 7,059,956 6,577,205 16,674,687 1,460,252 34,000,486

通信運搬費 46,440 15,550,450 79,840 2,521,023 3,379,835 21,577,588

備品消耗品費 5,122 116,435 3,416 699,532 47,138 871,643

修繕費 49,458 669,137 49,458 290,929 1,479,177 2,538,159

印刷製本費 6,547 76,789,021 122,539 15,039,494 2,682,919 94,640,520

会場費 0 6,583,288 857,852 94,384,620 1,671,840 103,497,600

水道光熱費 5,817 78,697 5,817 34,216 73,906 198,453

賃借料 84,924 1,169,713 84,924 499,555 1,079,039 2,918,155

保険料 4,349 58,845 4,349 25,585 55,263 148,391

諸謝金 0 2,307,167 0 2,884,772 33,411 5,225,350

事務用品費 127,336 1,051,933 19,120 415,581 242,931 1,856,901

リース料 796 10,767 796 4,681 10,112 27,152

奨励金 1,700,000 300,000 0 0 0 2,000,000

租税公課 0 3,786,486 7,031,014 19,472,396 641,700 30,931,596

支払負担金 0 0 285,000 0 285,000

寄付金 0 30,000 3,521,500 4,999,136 0 8,550,636

委託費 70,000 14,681,499 493,014 53,897,359 148,608 69,290,480

奨学金 1,200,000 0 0 0 0 1,200,000

広告宣伝費 0 748,704 0 0 0 748,704

記念品費 487,080 96,228 0 1,085,165 0 1,668,473

支払手数料 45,684 222,406 80,916 29,132 181,898 560,036

減価償却費 494,521 834,189 61,657 362,691 783,412 2,536,470

雑費 1,535 3,670,416 47,975 153,534 19,497 3,892,957

事業費計 10,968,837 151,543,065 24,148,155 234,222,269 22,080,200 0 0 442,962,526

正味財産増減計算書内訳表
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで

研究調査奨励事業 出版･啓発事業 交流事業 学術集会事業 専門医制度事業 法人会計 内部取引消去 合計科　　目
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研究調査奨励事業 出版･啓発事業 交流事業 学術集会事業 専門医制度事業 法人会計 内部取引消去 合計科　　目

管理費

給料手当 11,086,818 11,086,818

福利厚生費 1,651,192 1,651,192

支払報酬 3,132,000 3,132,000

会議費 2,436,546 2,436,546

旅費交通費 4,578,707 4,578,707

通信運搬費 2,933,186 2,933,186

備品消耗品費 84,393 84,393

修繕費 1,733,824 1,733,824

印刷製本費 1,062,325 1,062,325

水道光熱費 143,706 143,706

賃借料 2,098,133 2,098,133

保険料 107,455 107,455

諸謝金 334,110 334,110

事務用品費 472,364 472,364

リース料 19,661 19,661

租税公課 18,684 18,684

支払負担金 1,206,950 1,206,950

支払手数料 1,403,709 1,403,709

委託費 398,141 398,141

記念品費 3,888 3,888

減価償却費 1,523,303 1,523,303

雑費 37,911 37,911

退職給与引当金繰入額 526,320 526,320

管理費計 0 0 0 0 0 36,993,326 0 36,993,326

経常費用計 10,968,837 151,543,065 24,148,155 234,222,269 22,080,200 36,993,326 0 479,955,852

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 10,968,837 △ 115,740,537 △ 20,303,671 12,862,324 17,057,800 107,618,189 0 △ 9,474,732

当期経常増減額 △ 10,968,837 △ 115,740,537 △ 20,303,671 12,862,324 17,057,800 107,618,189 0 △ 9,474,732

 2. 経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

(2) 経常外費用

固定資産除却損 2 2

経常外費用計 0 0 0 0 0 2 0 2

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 △ 2 0 △ 2

他会計振替額 10,968,837 115,740,537 20,303,671 △ 12,862,324 △ 17,057,800 △ 107,618,187 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0 0 0 △ 9,474,734 0 △ 9,474,734

一般正味財産期首残高 0 0 0 0 0 311,424,850 0 311,424,850

一般正味財産期末残高 0 0 0 0 0 301,950,116 0 301,950,116

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 60,000,000 0 60,000,000

指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 60,000,000 0 60,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 0 0 0 0 0 361,950,116 0 361,950,116
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(単位:円)

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として

普通預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店

運転資金として

三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
運転資金として

郵便振替 東京事務センター　00190-7-7855 運転資金として

東京事務センター
運転資金として

現預金合計

前払金 31年度学術集会事業として

未収金 出版啓発事業として

流動資産合計

（固定資産）

基本財産

基本財産引当預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
定期預金 1809394

運営資金として

特定資産

退職給付引当資産
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
定期預金 1814313

退職金の支払いに備えたもの

国際腎臓学会招致引当預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　1814279

交流事業の積立金

日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　2043552

学術調査研究基金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　2039445

研究調査奨励事業の積立金

学会主導学術総会引当預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　0561088

学術集会事業の積立金

三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　0561075

学術集会事業の積立金

三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　0561106

学術集会事業の積立金

三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　2094684

学術集会事業の積立金

その他固定資産

リース資産 運営資産として

什器備品 机、椅子、ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ他 運営資産として

ソフトウェア 運営資産として

電話加入権 運営資産として

固定資産合計

資産合計

（流動負債）

未払金 期末事業未払金として

前受金 31年度学術集会事業前受金

預り会費 承認前会員預り会費

預り金 職員源泉税等

流動負債合計

（固定負債）

退職給付引当金
退職金の支払いに備えたものとし
て

未払リース債務 リース資産に対する債務

固定負債合計

負債合計

正味財産

財産目録
平成31年 3月31日現在

貸借対照表科目 場所･物量等 使用目的等 金額
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 1. 継続事業の前提に関する注記
継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況にはない。

 2. 重要な会計方針
（1）固定資産の減価償却の方法
　　有形固定資産
　　什器備品・・・定額法によっている。
　　無形固定資産
　　ソフトウェア・・・法人内における利用可能期間（5年）に基づき定額法によっている。

（2）引当金の計上基準
　　退職給付引当金
　　職員に対する退職給付金の支給に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額を計上している。

（3）リース取引の処理方法
　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

（4）消費税の会計処理
　　消費税の会計処理は、税込方式によっている。

 3. 会計方針の変更
該当なし

 4. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位:円)

 5. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位:円)

― ―
―

― ―
― ―

― ―

日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金
学術調査研究基金

― ―
― ―

― ―

学会主導学術総会引当預金
小計
合計

基本財産
基本財産引当預金

小計
特定資産

退職給付引当資産
国際腎臓学会招致引当預金

科目 当期末残高
(うち指定正味財産

からの充当額)
(うち一般正味財産

からの充当額)
(うち負債に対応す

る額)

日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金
学術調査研究基金

財務諸表に対する注記

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

学会主導学術総会引当預金
小計
合計

基本財産
基本財産引当預金

小計
特定資産

退職給付引当資産
国際腎臓学会招致引当預金
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 6. 担保に供している資産
該当なし。

 7. 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位:円)

 8. 保証債務(債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。)等の偶発債務
該当なし。

 9. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

10. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

11. 基金及び代替基金の増減額及びその残高
該当なし

12. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
該当なし

13. 関連当事者との取引の内容
該当なし

14. 重要な後発事象
該当なし

15. その他
該当なし

リース資産
ソフトウェア

合計

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
その他固定資産

什器備品

(単位:円)

補助金

CEN科研費 日本学術振興会 ―

SRC事業補助金 国際腎臓学会 ―

第48回西部大会 徳島県観光協会 ―

第48回西部大会 徳島県観光協会 ―

貸借対照表上
の記載区分

合計

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
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 1. 重要な固定資産の明細
(単位:円)

 2. 引当金の明細
(単位:円)

附属明細書

区分 資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額
基本財産 基本財産引当預金

基本財産計
特定資産 退職給付引当資産

国際腎臓学会招致引当預金
日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金
学術調査研究基金
学会主導学術総会引当預金

特定資産計
その他固定資産 リース資産

什器備品
ソフトウェア
電話加入権

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

目的使用 その他

その他固定資産計

期末残高

退職給付引当金
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(単位:円)

Ⅰ　事業活動収支の部
 1. 事業活動収入

基本財産運用収入
基本財産利息収入

会費収入
入会金収入
正会員会費収入
団体会員会費収入 △ 13,000
賛助会員会費収入

事業収入
会場収入 △ 2,009,102
広告料収入
認定料収入 △ 120,000
更新料収入 △ 420,000
試験料収入 △ 990,000
ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ収入 △ 608,000
受託事業収入

受取補助金等収入
財団・自治体 △ 6,450,000
国際腎臓学会 △ 1,580,400
その他の自治体補助金 △ 1,514,660

受取負担金収入
受取負担金

受取寄付金収入
受取寄付金収入
賛助金収入 △ 8,776,972

受取助成金
雑収入

受取利息収入 △ 1,406
雑収入 △ 3,223,988

事業活動収入計 △ 12,712,120
 2. 事業活動支出

事業費支出
給料手当支出
福利厚生費支出
会議費支出
旅費交通費支出
通信運搬費支出 △ 2,251,748
備品消耗品費支出
修繕費支出 △ 1,210,119
印刷製本費支出
会場費支出 △ 23,653,454
水道光熱費支出
賃借料支出
保険料支出
諸謝金支出
事務用品費支出 △ 953,827
リース料支出
奨励金支出 △ 100,000
租税公課支出 △ 5,938,596
負担金支出 △ 285,000
寄付金支出 △ 4,120,636
委託費支出
奨学金支出 △ 300,000
広告宣伝費支出
記念品費支出 △ 558,473
支払手数料支出
雑費支出 △ 2,787,757

事業費支出計
管理費支出

給料手当支出
福利厚生費支出 △ 296,877
支払報酬
会議費支出 △ 236,546
旅費交通費支出
通信運搬費支出 △ 324,186
備品消耗品費支出 △ 41,493
修繕費支出 △ 689,944
印刷製本費支出
水道光熱費支出 △ 51,706
賃借料支出 △ 653,674
保険料支出 △ 47,758
諸謝金支出
事務用品費支出 △ 122,364
リース料支出
租税公課支出 △ 11,684
負担金支出
支払手数料支出 △ 63,709
委託費支出
記念品費支出
交際費支出
雑費支出

管理費支出計 △ 677,179
事業活動支出計

事業活動収支差額 △ 22,489,425 △ 3,796,359 △ 20,343,066
Ⅱ　投資活動収支の部

 1. 投資活動収入
特定資産取崩収入

学術調査研究引当基金取崩収入
学会主導学術総会収入 △ 20,431,625

特定資産取崩収入計 △ 10,431,625
投資活動収入計 △ 10,431,625

 2. 投資活動支出
特定資産取得支出

退職給付引当資産取得支出
学術調査研究基金取得支出 △ 5,000,000
学会主導学術総会取得支出 △ 64,799,744
日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金繰入支出

特定資産取得支出計 △ 69,792,919
固定資産取得支出

什器備品購入支出
専門医症例登録システム取得支出
ソフトウェア購入支出 △ 1,944,000
リース資産購入支出 △ 4,412,880

固定資産取得支出計
投資活動支出計 △ 60,649,799

投資活動収支差額 △ 18,842,497
Ⅲ　財務活動収支の部

 1. 財務活動収入
リース債務借入収入

リース債務借入収入 △ 4,412,880
財務活動収入計 △ 4,412,880

 2. 財務活動支出
リース債務返済支出

リース債務返済支出 △ 176,040
財務活動支出計 △ 176,040

財務活動収支差額 △ 2,976,912 △ 4,236,840
Ⅳ　予備費支出

当期収支差額 △ 21,378,928
前期繰越収支差額
次期繰越収支差額

収支計算書
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで

科目 予算額 決算額 差異 備考
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(単位:円)

Ⅰ　事業活動収支の部

 1. 事業活動収入

基本財産運用収入

基本財産利息収入 5,082 5,082

会費収入

入会金収入 842,000 842,000

正会員会費収入 138,378,000 138,378,000

団体会員会費収入 312,000 312,000

賛助会員会費収入 3,750,000 3,750,000

事業収入

会場収入 11,744,000 11,744,000

広告料収入 683,334 683,334

認定料収入 5,120,000 5,120,000

更新料収入 22,920,000 22,920,000

試験料収入 9,990,000 9,990,000

ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ収入 1,108,000 1,108,000

学術集会収入 247,083,734 247,083,734

日本腎臓学会誌関係収入 4,738,176 4,738,176

補助金等収入

その他自治体補助金収入 1,580,400 1,580,400

国庫補助金収入 7,500,000 7,500,000

寄付金収入

寄付金収入 200,000 1,000,000 1,200,000

雑収入

受取利息収入 28 86 859 1,433 2,406

雑収入 10,936,990 2,263,998 323,000 13,523,988

事業活動収入計 0 35,802,528 3,844,484 247,084,593 39,138,000 144,611,515 0 470,481,120

 2. 事業活動支出

事業費支出

給料手当支出 3,342,369 10,622,204 3,822,145 4,799,270 6,832,910 29,418,898

福利厚生費支出 452,383 1,517,549 453,301 630,427 871,600 3,925,260

支払報酬 0 0 0 0 0 0

会議費支出 403,290 3,386,895 417,997 15,100,504 52,652 19,361,338

旅費交通費支出 2,228,386 7,059,956 6,577,205 16,674,687 1,460,252 34,000,486

通信運搬費支出 46,440 15,550,450 79,840 2,521,023 3,379,835 21,577,588

備品消耗品費支出 5,122 116,435 3,416 699,532 47,138 871,643

修繕費支出 49,458 669,137 49,458 290,929 1,479,177 2,538,159

印刷製本費支出 6,547 76,789,021 122,539 15,039,494 2,682,919 94,640,520

会場費支出 0 6,583,288 857,852 94,384,620 1,671,840 103,497,600

水道光熱費支出 5,817 78,697 5,817 34,216 73,906 198,453

賃借料支出 84,924 1,169,713 84,924 499,555 1,079,039 2,918,155

保険料支出 4,349 58,845 4,349 25,585 55,263 148,391

諸謝金支出 0 2,307,167 0 2,884,772 33,411 5,225,350

事務用品費支出 127,336 1,051,933 19,120 415,581 242,931 1,856,901

リース料支出 796 10,767 796 4,681 10,112 27,152

奨励金支出 1,700,000 300,000 0 0 0 2,000,000

租税公課支出 0 3,786,486 7,031,014 19,472,396 641,700 30,931,596

負担金支出 0 0 285,000 0 0 285,000

寄付金支出 0 30,000 3,521,500 4,999,136 0 8,550,636

委託費支出 70,000 14,681,499 493,014 53,897,359 148,608 69,290,480

奨学金支出 1,200,000 0 0 0 0 1,200,000

広告宣伝費支出 0 748,704 0 0 0 748,704

記念品費支出 487,080 96,228 0 1,085,165 0 1,668,473

支払手数料支出 45,684 222,406 80,916 29,132 181,898 560,036

雑費支出 1,535 3,670,416 47,975 153,534 19,497 3,892,957

事業費支出計 10,261,516 150,507,796 23,958,178 233,641,598 20,964,688 0 0 439,333,776

管理費支出

給料手当支出 11,086,818 11,086,818

福利厚生費支出 1,651,192 1,651,192

支払報酬 3,132,000 3,132,000

会議費支出 2,436,546 2,436,546

専門医制度事業 法人会計 内部取引消去

収支計算書内訳表
平成30年 4月 1日から平成31年 3月31日まで

研究調査奨励事業 出版･啓発事業 交流事業 学術集会事業科目 合計
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専門医制度事業 法人会計 内部取引消去研究調査奨励事業 出版･啓発事業 交流事業 学術集会事業科目 合計

旅費交通費支出 4,578,707 4,578,707

通信運搬費支出 2,933,186 2,933,186

備品消耗品費支出 84,393 84,393

修繕費支出 1,733,824 1,733,824

印刷製本費支出 1,062,325 1,062,325

水道光熱費支出 143,706 143,706

賃借料支出 2,098,133 2,098,133

保険料支出 107,455 107,455

諸謝金支出 334,110 334,110

事務用品費支出 472,364 472,364

リース料支出 19,661 19,661

租税公課支出 18,684 18,684

負担金支出 1,206,950 1,206,950

支払手数料支出 1,403,709 1,403,709

委託費支出 398,141 398,141

記念品費支出 3,888 3,888

雑費支出 37,911 37,911

管理費支出計 0 0 0 0 0 34,943,703 0 34,943,703

事業活動支出計 10,261,516 150,507,796 23,958,178 233,641,598 20,964,688 34,943,703 0 474,277,479

事業活動収支差額 △ 10,261,516 △ 114,705,268 △ 20,113,694 13,442,995 18,173,312 109,667,812 0 △ 3,796,359

Ⅱ　投資活動収支の部

 1. 投資活動収入

特定資産取崩収入

学術調査研究引当金基金取崩収入 0 0 0 0 0 30,000,000 30,000,000

学会主導学術総会収入 0 0 0 0 0 258,741,625 258,741,625

特定資産取崩収入計 0 0 0 0 0 288,741,625 0 288,741,625

投資活動収入計 0 0 0 0 0 288,741,625 0 288,741,625

 2. 投資活動支出

特定資産取得支出

退職給付引当資産取得支出 0 0 0 0 0 1,618,600 1,618,600

学術調査研究基金取得支出 0 0 0 0 0 15,000,000 15,000,000

学会主導学術総会取得支出 0 0 0 0 0 283,608,642 283,608,642

日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金繰入支出 0 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000

特定資産取得支出計 0 0 0 0 0 301,227,242 0 301,227,242

固定資産取得支出

ソフトウェア購入支出 0 0 0 0 0 1,944,000 1,944,000

リース資産購入支出 0 0 0 0 0 4,412,880 4,412,880

固定資産取得支出計 0 0 0 0 0 6,356,880 0 6,356,880

投資活動支出計 0 0 0 0 0 307,584,122 0 307,584,122

投資活動収支差額 0 0 0 0 0 △ 18,842,497 0 △ 18,842,497

Ⅲ　財務活動収支の部

 1. 財務活動収入

リース債務借入収入

リース債務借入収入 0 0 0 0 0 4,412,880 4,412,880

リース債務借入収入計 0 0 0 0 0 4,412,880 0 4,412,880

財務活動収入計 0 0 0 0 0 4,412,880 0 4,412,880

 2. 財務活動支出

リース債務返済支出

リース債務返済支出 0 0 0 0 0 3,152,952 3,152,952

リース債務返済支出計 0 0 0 0 0 3,152,952 0 3,152,952

財務活動支出計 0 0 0 0 0 3,152,952 0 3,152,952

財務活動収支差額 0 0 0 0 0 1,259,928 0 1,259,928

当期収支差額 △ 10,261,516 △ 114,705,268 △ 20,113,694 13,442,995 18,173,312 92,085,243 0 △ 21,378,928

他会計振替額 10,261,516 114,705,268 20,113,694 △ 13,442,995 △ 18,173,312 △ 113,464,171 0

前期繰越収支差額 0 0 0 0 0 46,770,687 0 46,770,687

次期繰越収支差額 0 0 0 0 0 25,391,759 0 25,391,759
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収支計算書に対する注記

１．資金の範囲

資金の範囲には、現金・預金、前払金、未収金、仮払金、未払金、前受金、預り会費、預り金を含め

ている。なお、期首及び当期末残高は、下記２に記載するとおりである。

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

（単位：円）

期首有高 当期末残高

次期繰越収支差額

科　　目

現 金 ･ 預 金

合　　計

合　　計

預 り 会 費

預 り 金

未 収 金

仮 払 金

未 払 金

前 受 金

前 払 金

13
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報告事項
１．平成 年度事業報告

一般社団法人日本腎臓学会 平成 年度事業報告

 
１．学術集会の開催 

◎第 61 回日本腎臓学会学術総会 
総会長：成田一衛  

 新潟大学 腎研究センター 腎・膠原病内科学 教授 
会 期：平成 30 年 6 月 8 日（金）～10 日（日） 
会 場：新潟市 朱鷺メッセ・ホテル日航新潟 
テーマ：「飛翔 腎臓学の源から新世代へ Fly High in the Future of Nephrology」 
 
サテライトシンポジウム 
会 期：平成 30 年 7 月 29 日（日） 
会 場：さいたま市 ラフレさいたま「櫻ホール」 
テーマ：「広げよう腎臓学の輪」 

 
○第 48 回日本腎臓学会西部学術大会 

大会長：香美祥二 徳島大学 小児科学分野 教授 
会 期：平成 30 年 9 月 28 日（金）・29 日（土） 
会 場：徳島市 あわぎんホール 
テーマ：「世代をつなぎ 未来を拓く 臨床腎臓病学」 

 
○第 48 回日本腎臓学会東部学術大会 

大会長：新田孝作 東京女子医科大学 際四内科 教授 
会 期：平成 30 年 10 月 20 日（土）・21 日（日） 
会 場：東京 京王プラザホテル 
テーマ：「臨床腎臓病学から再生医療へ」 

 
２．出版事業 

 1) 学会誌：日本腎臓学会誌の発行（年 8 号） 
：Clinical and Experimental Nephrology の発行（年 6 号） 
：CEN Case Reports の発刊（年 2 号）  

     2) 「エビデンスに基づく CKD 診療ガイドライン・CKD 診療ガイド」の発刊 
3) 「AKI 診療ガイドライン」英訳版の発刊 

 4) 「腎障害患者におけるヨード造影剤使用に関するガイドライン 2018」の発刊 
 5) 「腎生検ガイドブック改訂版」作成中 
  

３．腎疾患に関する調査・検討 
1) 厚生労働省 
 ①CKD の早期発見、予防、治療標準化、進展阻止に関する調査研究 
 ②糖尿病性腎症の病態解明と新規治療法確立のための評価法の開発 
③CKD 進展予防のための特定健診と特定保健指導のあり方に関する研究 
④慢性腎臓病(CKD)に関する普及啓発のあり方に関する研究 
⑤臨床効果データベース整備事業の継続 

2) AMED 腎疾患実用化研究事業に参画 
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3) 腎臓病健診のあり方の検討 
4) 腎臓病総合レジストリーの構築 
5) IgG4 関連腎臓病の研究 
6) 腎病理標準化の推進 
7) 日本 CKD コホート研究終了後の継続予後調査に関する研究 

４．普及･ 啓発・後援 
1) 慢性腎臓病（CKD）の予防・診断・治療に関する講演会開催 
2) 市民公開講座の開催 

 ・平成 30 年 6 月 10 日(日) 新潟朱鷺メッセ 
3) 学生・研修医のための教育セミナー 
 ・平成 30 年 9 月 29 日(土)  徳島：あわぎんホール 

 ・平成 30 年 10 月 21 日(日) 東京：京王プラザホテル 
4) 臨床研修医のための腎臓セミナー 

 ・平成 30 年 8 月 4・5 日   第 27 回臨床研修医のための腎臓セミナー 
：名古屋 ナディァパーク デザインホール  

 ・平成 31 年 3 月 2・3 日  第 28 回臨床研修医のための腎臓セミナー 
：東京 灘尾ホール 

5) 腎臓専門医受験のための教育セミナー 
・平成 30 年 6 月 10 日(日) 新潟：朱鷺メッセ 

6) 第 14 回腎病理夏の学校 
・平成 30 年 9 月１日(土)・2 日(日) 松本大学 

7）世界腎臓デー慢性腎臓病啓発イベント 
 ・平成 31 年 3 月 キドニーウォーク 
 ・平成 31 年 3 月 主要都市でのキャンペーン 

8) 都道府県における「CKD 対策部会活動(日本腎臓病協会)」 
9）男女共同参画推進に関する活動 

 ・平成 30 年 6 月９日(土) 第 61 回学術総会  
「テーマ：なし」 

 ・平成 30 年 10 月 20 日 第 48 回東部学術大会 
 ｢テーマ：腎疾患における性差を考える｣ 

 ・平成 29 年 9 月 28 日 第 48 回西部学術大会 
「テーマ：なし」 

10) 厚生労働省、全腎協全国大会、日本腎臓病協会など各団体への後援 
５．国際交流 

1) 第 61 回学術総会前日、アジア諸国から若手研究者を招待し、APSN による CME  
活動を開催した。 

2) 第 61 回学術総会中、アジア国際交流の一環として英語セッションを開催した。 
3) 第 61 回学術総会中、JSN と KDIGO でジョイントシンポジウムを開催した。 
4) 第 61 回学術総会中、JSN と ERA/EDTA でジョイントシンポジウムを開催した。 
5) 第 61 回学術総会中、JSN と ASN でジョイントシンポジウムを開催した。 

６．褒賞および研究業績の顕彰 
1) 大島賞の授与 
2) 優秀論文賞の授与 
3) 日本腎臓学会奨学プログラムの授与 
4) 上田賞の授与 
5) Young Investigator Award(YIA)の授与 

 6)Clinical Scientist Award(CSA)の授与 
 
７．その他の事業 

1) 会員数の増加を図る。 
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 2) 腎臓専門医・指導医、研修施設の認定を行った。 
3) 平成 31 年 2 月 2 日(土) 第 27 回腎臓専門医試験を行った。 
4) 日本医師会日本糖尿病対策推進会議に参画し、「糖尿病性腎症」のテーマに取り組ん 
だ。 

5) 学会主導の学術総会・東西学術大会の推進を行った。 
6) 腎臓病療養指導士制度に関する講習会および認定試験を実施した。(日本腎臓病協会) 
7) 先行的腎移植を希望する献腎移植の審査を終了した。 
8) 診療報酬算定獲得に向け対策を強化する。 
9) 会員のメール登録を強化・拡充を図る。 

    10)「日本腎臓学会サポーター制度」を利用した更なる活動支援を積極的に行う。 
11) 基礎研究コンソーシアム活動の助成 
 
 

以上 
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平成 30 年度業務概要 
平成 31 年 3 月 31 日現在 

年月日 業 務 内 容 備 考 
H29.04.06 学会あり方委員会 日内会館 

04.07 第 61 回学術総会打合せ フクラシアオアゾ 
04.08 学術総会企画委員会 フクラシア東京ステーション 
04.11 公認会計士監査 事務局 

 04.18 財務委員会 WEB 会議 
04.21 腎生検ガイドブック改訂委員会 ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 

 04.22 監査会 ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 
 04.22 30-1 定例理事会 ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 
 04.25 日本腎臓病協会設立記念式典打合せ WEB 会議 
 05.10 第 62 回日本腎臓学会学術総会打合せ 藤田保健衛生大学 
 05.11 新専門医制度カリキュラムに関する打合せ 日内会館 
05.13 腎臓病療養指導士講習会 東京医科歯科大学 

05.20 腎臓移植施設認定委員会 ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 
05.22 医事委員会 日内会館 

06.06 日本医療安全調査機構社員総会 貿易センタービル外科学会 

06.07 APSN/JSN CME course 2018 ホテル日航新潟 
06.08-10 第 61 回日本腎臓学会学術総会 新潟朱鷺メッセ 
06.08 広報委員会キーパーソン会議 

グローバル連携強化委員会 
サルコペニア・フレイルを合併した CKD の食事療 
法検討 WG 
男女共同参画委員会 

新潟朱鷺メッセ 
〃 
〃 

 
〃 

06.09 腎臓病レジストリー委員会・腎臓病登録・追跡小委 
員会 
30-1 臨時理事会 
日本腎臓病協会打合せ 

ホテル日航新潟 
 

〃 
〃 

06.10 IgG4 関連腎臓病ワーキング 
基礎研究推進小委員会 
第 62 回日本腎臓学会学術総会第 1 回プログラム委 
員会 
FROM-J2 小委員会 
全腎協との打合せ 
サポーター制度支援委員会 
教育・専門医制度委員会打合せ 

〃 
新潟朱鷺メッセ 
万代島ビル会議室 
 
新潟朱鷺メッセ 
ホテル日航新潟 
新潟朱鷺メッセ 
ホテル日航新潟 

06.11 第 1 回内科系関連学会サブスペ版・J オスラー検討

会議 
日内会館 

06.22 第 1 回内科系関連学会サブスペ版・J オスラー検討 
事務局会議 

〃 

07.01 腎臓病療養指導士合同委員会 神戸ポートピアホテル 
07.12 J－オスラーに関する内科学会との打ち合わせ 日本内科学会 
07.16 NPO 法人日本腎臓病協会設立記念式典 東京医科歯科大学 
07.29 第 61 回学術総会サテライトシンポジウム ラフレさいたま 
08.04-05 第 27 回研修医のための腎臓セミナー 名古屋ナディアパーク 

デザインホール 
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08.10 第 62 回日本腎臓学会学術総会打合せ 藤田保健衛生大学 
08.25 第 40 回腎臓セミナー・NEXUS JAPAN 

編集打合せ会 
腎臓セミナー企画小委員会 
腎臓病レジストリー委員会・腎臓病登録・追跡小委

員会合同委員会 
第 62 回学術総会プログラム委員会 

東京医科歯科大学 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

08.27 30-2 臨時理事会 
日本腎臓病協会打合せ 

ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 
〃 

09.10 編集打合せ会 
編集委員会 
サルコペニア・フレイルを合併した CKD の食事療 
法検討 WG 

日内会館 
〃 

WEB 会議 

09.17 総務委員会（Reach-J 関係） フクラシア八重洲 
09.21 30-1 教育・専門医制度委員会 日内会館 
09.27 第 49 回西部学術大会幹事会 ザ・パシフィックハーバー 
09.28-29 第 48 回西部学術大会 あわぎんホール 
09.28 評議員連絡会 

広報委員会西部キーパーソン会議 
JSN Next Frontiers 2028 委員会 

〃 
〃 
〃 

 09.29 第 62 回日本腎臓学会学術総会打合せ 
西部編集査読連絡会 
サポーター制度支援委員会 

グランドパレスホテル 
〃 

あわぎんホール 
10.02 権利者向け説明会（権利委託手続きの変更および転

載許諾事業開始について） 
学術著作権協会 

10.08 腎臓病療養指導士試験認定小委員会 日内会館  
10.14 褒賞選考部会 フクラシアオアゾ  
10.19 第 49 回東部学術大会幹事会 京王プラザホテル  

  10.20-21 第 48 回東部学術大会 〃 
10.20 広報委員会東部キーパーソン会議 

CKD-JACⅡ委員会 
サポーター制度支援委員会 
JSN/JSDT 共同事業企画運営委員会 
30-1 倫理委員会 
腎生検ガイドブック改訂委員会 
評議員連絡会 

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

 
  10.21 東部編集査読連絡会 

JSN Next Frontiers 2028 委員会 
腎臓病療養指導士試験認定打合せ 

〃 
〃 
〃 

10.31 広報委員会 
COI 委員会 

フクラシア東京 ST 
東京ガーデンパレス  

  11.02 腎臓病療養指導士試験問題検討会 日内会館 
  11.05 第 49 回西部学術大会事務打合せ 高知大学医学部 

11.13 財務委員会 WEB 会議 
11.19 医事委員会 日内会館 
11.25 日本腎臓病協会/JSN 拡大会議 ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 
11.25 30-2 定例理事会 〃 
12.04 第 62 回日本腎臓学会学術総会打合せ 藤田医科大学 
12.09 第 48 回東部学術大会市民公開講座 東京女子医科大学 
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12.17 教育・専門医制度委員会 WEB 会議 
12,18 日薬連訪問（第 62 回学術総会支援依頼） 日薬連 
12.20 サブスペ J-OSLER 事務局会議 日内会館 

H31．01.11  学術集会あり方検討委員会 日内会館 
01.17  サブスペ J-OSLER 打合せ 〃 
01.27 腎臓病療養指導士認定試験 TOC メッセ 
02.02 第 27 回腎臓専門医試験 ベルサール汐留 
02.02 腎臓病レジストリー委員会・腎臓病登録・追跡小委

員会合同委員会 
東京慈恵会医科大学 

02.03 
 

公的研究成果合同発表会 
J-CKD-DB 企画運営委員会 

東京医科歯科大学 
〃 

02.04 医事委員会 日内会館 
02.09 倫理委員会 フクラシア丸の内オアゾ 
02.11 腎臓病療養指導士認定小委員会・合同委員会 日内会館 
02.16 学会あり方委員会 フクラシア丸の内オアゾ 
02.19 第 62 回日本腎臓学会学術総会打合せ 藤田医科大学 
02.20 サブスペ J-OSLER 打合せ 日内会館 
02.22 編集打合せ会 

編集委員会 
〃 
〃 

02.25 サブスペ J-OSLER 打合せ 〃 
03.02・03 臨床研修医のための腎臓セミナー 灘尾ホール 
03.02 腎臓セミナー企画小委員会 フクラシア丸の内オアゾ 
03.04 サブスペシャリティ領域との協議会（日本専門医機

構・サブスペシャリティ領域検討委員会） 
国際フォーラム 

03.05 財務委員会 WEB 会議 
03.07  サブスペ J-OSLER 初期登録打合せ 日内会館 
03.12 サブスペ J-OSLER に関する打合せ 日腎事務局 
03.17 第 6 回腎臓病療養指導士講習会 東京医科歯科大学 
03.19 30-2 教育・専門医制度委員会 日内会館 
03.20 日本医療安全調査機構協力学会説明会 WTC コンファレンスセンター 

03.24 第 1 回透析中止事例に関する調査委員会・倫理委員

会合同委員会 
フクラシア丸の内オアゾ 

03.28  第 2 回透析中止事例に関する調査委員会・倫理委員

会合同委員会 
日内会館 

03.28 日本腎臓病協会臨時総会 〃 
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（１） 訃報

評 議 員 平成31年1月23日ご逝去(千葉県）

評 議 員 平成30年6月15日ご逝去（神奈川県）

評 議 員 平成30年12月31日ご逝去（長野県）

功 労 会 員 平成29年12月21日ご逝去（神奈川県）

（２）会員数(平成３１年３月３１日現在）

名誉会員 団体会員 賛助会員 合計
一般会員 評議員 功労会員

9,812 609 303 61 10,785名

22 35 57団体

（３）地区別正会員数    (平成３１年３月３１日現在）

東   部 西  部
北海道 北  陸
東  北 東海（静岡を除く）

関  東 近  畿
甲信越 中  国
静  岡 四  国

九  州
沖  縄

計 計
外  国

正会員合計

（４）地区別評議員数    (平成３１年３月３１日現在）

東   部 西  部
北海道 北  陸
東  北 東海（静岡を除く）

関  東 近  畿
甲信越 中  国
静  岡 四  国

九  州
沖  縄

計 計
合  計

庶 務 報 告

　　斉藤
サイトウ

　研一
ケンイチ

　先生

　　笹岡
ササオカ

　拓雄
タクオ

　先生

正会員

小計　10,724名 (入会申請中の146名を除く)

　　小川
オガワ

　　真
マコト

　先生

　　樋口
ヒグチ

　　誠
マコト

　先生

正 会 員 正 会 員
289 313
572 834

4,058 1,853
426 572
231 276

1,160
130

5,576 5,138
10

10,724

評議員 評議員

31

13 28
37 43
243 113

5
337 272
609

24 35
20 17

22
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２．令和元年度事業計画

一般社団法人日本腎臓学会 令和元年度事業計画

 
１．学術集会の開催 

◎第 62 回日本腎臓学会学術総会 
総会長：湯澤由紀夫  

 藤田医科大学 医学部 腎臓内科学 教授 
会 期：2019 年 6 月 21 日（金）～23 日（日） 
会 場：名古屋市 名古屋国際会議場 
テーマ：「腎臓学・元年～データサイエンスが導く新たな世界～」 
 
サテライトシンポジウム 
会 期：2019 年 8 月 4 日（日） 
会 場：甲府市 ベルクラシック甲府 
テーマ：腎臓学の頂をめざして 
 

○第 49 回日本腎臓学会東部学術大会 
大会長：乳原善文 虎ノ門病院腎センター内科リウマチ膠原病内科部長 
会 期：2019 年 10 月 4 日（金）・5 日（土） 
会 場：東京 虎ノ門ヒルズフォーラム 
テーマ：「目前に悩む患者の中に明日の腎臓内科学教科書の中身がある～君の症例 

は腎臓学の進歩に寄与する最初の一例である～」 
 

○第 49 回日本腎臓学会西部学術大会 
大会長：寺田典生 高知大学 医学部内分泌代謝・腎臓内科 教授 
会 期：2019 年 10 月 18 日（金）・19 日（土） 
会 場：高知 高知市文化プラザかるぽーと、ホテル日航高知旭ロイヤル、トップ 

ワン四国 
テーマ：「臨床と Basic Science の融合を目指して」 

 
２．出版事業 

 1) 学会誌：日本腎臓学会誌の発行（年 8 号） 
：Clinical and Experimental Nephrology の発行（年 12 号） 
：CEN Case Reports の発刊（年 4 号）  

     2) 「ヨード造影剤使用に関するガイドライン改訂版」英訳版の発刊 
3) 「腎生検ガイドブック改訂版」の発刊 

 4) 「サルコペニア・フレイルを合併した CKD の食事療法の提言」を日腎誌および透析

医学会誌に掲載 
  

３．腎疾患に関する調査・検討 
1) 厚生労働省 
 ①慢性腎臓病(CKD)の早期発見・診断、CKD 重症化予防に関する調査研究 
 ②糖尿病性腎症の病態解明と新規治療法確立のための評価法の開発 
③慢性腎臓病(CKD)診療提供体制構築モデル事業に参画 
④慢性腎臓病(CKD)に関する啓発等に関する特別対策事業に参画 
⑤臨床効果データベース整備事業の継続 

2) AMED 腎疾患実用化研究事業に参画 
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3) 腎臓病健診のあり方の検討 
4) 腎臓病総合レジストリーの構築 
5) IgG4 関連腎臓病の研究 
6) 腎病理標準化の推進 
7) 日本 CKD コホート研究終了後の継続予後調査に関する研究 

４．普及･ 啓発・後援 
1) 慢性腎臓病（CKD）の予防・診断・治療に関する講演会開催 
2) 市民公開講座の開催 

 ・2019 年年 6 月 23 日(日) 名古屋国際会議場 
3) 学生・研修医のための教育セミナー 
 ・2019 年 10 月 5 日(土)   東京：虎ノ門ヒルズフォーラム 

 ・2019 年 10 月 18 日(日) 高知：高知市文化プラザかるぽーと 
4) 臨床研修医のための腎臓セミナー 

 ・2019 年 8 月 10・11 日 第 29 回臨床研修医のための腎臓セミナー 
：札幌市 ホテルニューオータニイン札幌  

・2020 年 3 月 第 30 回臨床研修医のための腎臓セミナー 
：未定 

5) 腎臓専門医受験のための教育セミナー 
・2019 年 6 月 22 日(土) 名古屋：名古屋国際会議場 

6) 第 14 回腎病理夏の学校 
・2019 年 8 月 3 日(土)・４日(日) 昭和大学富士吉田キャンパス 

7）世界腎臓デー慢性腎臓病啓発イベント 
 ・2020 年 3 月 キドニーウォーク 
 ・2020 年 3 月 主要都市での検尿キッド配布とキャンペーン 
 ・2020 年 3 月 「CKD に関するシンポジウム（日本腎臓病協会主催） 

8) 都道府県における「CKD 啓発イベント(日本腎臓病協会主催)」 
9）男女共同参画推進に関する活動 

 ・2019 年 6 月 22 日(土) 第 62 回学術総会  
「テーマ：未定」 

 ・2019 年 10 月 未定  第 49 回東部学術大会 
「テーマ：未定」 

 ・2019 年 10 月 18 日 第 49 回西部学術大会 
「テーマ：男女共同参画の次のステージへ！」 

10) 厚生労働省、全腎協全国大会、日本腎臓病協会など各団体への後援 
 

５．国際交流 
1) 第 62 回学術総会前日、アジア諸国から若手研究者を招待し、APSN による CME  
活動を行う。 

2) 第 62 回学術総会中、アジア国際交流の一環として英語セッションを行う。 
3) 第 62 回学術総会中、JSN と KDIGO でジョイントシンポジウムを行う。 
4) 第 62 回学術総会中、JSN と ERA/EDTA でジョイントシンポジウムを行う。 
5) 第 62 回学術総会中、JSN と ASN でジョイントシンポジウムを行う。 
 

６．褒賞および研究業績の顕彰 
1) 大島賞の授与 
2) 優秀論文賞の授与 
3) 日本腎臓学会奨学プログラムの授与 
4) 上田賞の授与 
5) Young Investigator Award(YIA)の授与 

 6)Clinical Scientist Award(CSA)の授与 
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７．その他の事業 

1) 会員数の増加を図る。 
 2) 腎臓専門医・指導医、研修施設の認定を行う。 
3) 2020 年 2 月 1 日（土）第 28 回腎臓専門医試験を行う。 
4) 日本医師会日本糖尿病対策推進会議に参画し、「糖尿病性腎症」のテーマに取り組む。 
5) 学会主導の学術総会・東西学術大会の推進を行う。 
6) 腎臓病療養指導士制度に関する講習会および認定試験を実施する。(日本腎臓病協会) 
7) 診療報酬算定獲得に向け対策を強化する。 
8) 会員のメール登録を強化・拡充を図る。 

     9 )「日本腎臓学会サポーター制度」を利用した更なる活動支援を積極的に行う。 
10) 基礎研究コンソーシアム活動の助成 
11 ) その他 
 
 

以上 
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2019年度正味財産増減予算書

（単位：円）

研究調査奨励事業出版啓発事業 交 流 事 業 学 術 集 会 事 業 専門医制度 事業 法 人 会 計 内部取引消去 合計

　Ⅰ一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　（１）経常収益

① 基 本 財 産 運 用 益

基本財産受取利息

② 受 取 会 費

入 会 金

正 会 員 会 費

団 体 会 費

賛 助 会 員 会 費

③ 事 業 収 益

会 場 収 益

広 告 料 収 益

認 定 料 収 益

更 新 料 収 益

試 験 料 収 益
ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ問題収

益
厚労省受託事業収入

④ 受 取 補 助 金 等

財 団 ・ 自 治 体

⑤ 受 取 負 担 金

受 取 負 担 金

⑤ 受 取 寄 附 金

受 取 寄 附 金

賛 助 金 収 益

⑥ 受 取 助 成 金

⑦ 雑 収 益

受 取 利 息

雑 収 益

　（２）経常費用

① 事 業 費

給 料 手 当

福 利 厚 生 費

支 払 報 酬

退 職 給 付 費 用

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

備 品 消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

会 場 費

水 道 光 熱 費

賃 借 料

保 険 料

諸 謝 金

事 務 用 品 費

リ ー ス 料

奨 励 金

租 税 公 課

支 払 負 担 金

寄 附 金

委 託 費

奨 学 金

広 告 宣 伝 費

記 念 品 費

支 払 手 数 料

減 価 償 却 費

雑 費

事 業 費 計

② 管 理 費

給 料 手 当

福 利 厚 生 費

支 払 報 酬

会 議 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

備 品 消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

水 道 光 熱 費

（2019年4月1日～2020年3月31日）

科　　　目

経常収益計

３．2019 年度収支予算
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2019年度正味財産増減予算書

研究調査奨励事業 出版啓発事業 交 流 事 業 学 術 集 会 事 業 専 門 医 制 度 事 業 法 人 会 計 内部取引消去 合計科　　　目

賃 借 料

保 険 料

諸 謝 金

事 務 用 品 費

リ ー ス 料

租 税 公 課

支 払 負 担 金

寄 附 金

支 払 手 数 料

委 託 費

記 念 品 費

交 際 費

減 価 償 却 費

雑 費

退職給与引当金繰入

管 理 費 計

△14,586,363 △115,433,475 △17,150,791 △6,550,273 

　２．経常外増減の部

　（１）経常外収益

　（２）経常外費用

他会計振替額 △17,214,048 △12,384,084 △117,572,497 
当期一般正味財産増減額 △6,550,273 △6,550,273 

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

　Ⅱ指定正味財産増減の部

基 本 財 産 受 取 利 息

一 般 正 味 財 産 振 替
当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

　Ⅲ正味財産期末残高

経常費用計

当期経常増減額

当期経常外増減額
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収支予算書
                   (2019年4月1日～2020年3月31日）

（単位：円）
今年度予算額 前年度予算額 差　　　異 備　考

Ⅰ　事業活動収支の部
１．事業活動収入

①基本財産運用収入
基本財産利息収入 0.01％

②会   費   収   入
入 会 金 収 入 △80,000   
正 会 員 会 費 収 入 150名増
団 体 会 員 会 費 収 入 △13,000   １件減
賛 助 会 員 会 費 収 入 △200,000   ２社５口減　１社１口増

③事   業   収   入
会 場 収 入 学術集会、研修医セミナー、夏の学校
広 告 料 収 入 △1,054,000   JJN,学術集会プログラム
認 定 料 収 入 20000円×300
更 新 料 収 入 30000円×800
試 験 料 収 入 30000円×800
セ ル フ ト レ ー ニ ン グ 収 入 2000円×400

④受 取 補 助 金 等　収　入
国 ・ 財 団 ・ 自 治 体 △50,000   高知観光協会

⑤受 取 負 担 金 収 入
受 取 負 担 金 ＡＰＳＮ ＣＭＥトラベルグランﾄを仮受処理

⑥受　取　寄 付 金　収　入 
受 取 寄 付 金 収 入 △8,000,000   キリン、腎病理協会
賛 助 金 収 入 △1,500,000   学術集会

⑦受　取　助　成　金 ＳＲＣ助成金 ＬＥＢＥＬ　A、CEN科研費
⑧雑     収     入

受 取 利 息
雑 収 入 印税収入 JKA事務費（３０万円）

２.事業活動支出
①事業費支出

給 料 手 当 支 出 △3,262,863   事務局職員5名、学術集会人件費
福 利 厚 生 費 支 出 △78,836   職員社会保険料
支 払 報 酬
会 議 費 支 出 △3,450,000   各委員会、懇親会（学術集会・セミナー）
旅 費 交 通 費 支 出 △4,012,643   各委員会697万円、学術集会2479万円、セミナー628万円、職員120万円
通 信 交 通 費 支 出 JJN発送1600万円、専門医 270万円、学術集会116万円
備 品 消 耗 品 費 支 出 △577,100   
修 繕 費 支 出 J-Osler運営費380万円、会員システム保守180万円
印 刷 製 本 費 支 出 △7,186,568   JJN4840万円、CEN1810万円、学術集会1950万円、専門医350万円

セミナー資料190万円、腎不全治療選択冊子150万円、
会 場 費 支 出 △14,771,822   学術集会5567万円、セミナー740万円、試験会場150万円
水 道 光 熱 費 支 出
賃 借 料 支 出 日内会館
保 険 料 支 出 △9,348   職員保険料
諸 謝 金 支 出 △981,693   学術集会343万円、セミナー200万円
事 務 用 品 費 支 出 △319,338   コピー機パフォーマンスチャージ、他
リ ー ス 料 支 出 △140,082   PC1台
奨 励 金 支 出 優秀論文賞、YIA,CSA、大島賞、女性賞
租 税 公 課 支 出 △3,800   
負 担 金 支 出
寄 付 金 支 出 △1,230,000   APSN 10000ドル、AFCKDI 10000ドル 臓器移植NW 70万円
委 託 費 支 出 学術集会8491万円、HP4関連470万円、JJN編集 360万円、セミナー350万円
奨 学 金 支 出 ASN 3名 90万円、基礎研究支援 2名 60万円
広 告 宣 伝 費 支 出 ASNブース 250万円、JSNグッズ作成 85万円
記 念 品 費 支 出 △123,660   優秀論文賞、上田賞楯
支 払 手 数 料 支 出 △70,000   
雑 費 支 出 CEN Open Choice 400万円、学術集会 97万円

△14,425,989   
②管理費支出

給 料 手 当 支 出 職員 2名
福 利 厚 生 費 支 出 △4,315   社会保険料
支 払 報 酬 △100,000   監査報酬
会 議 費 支 出 △187,000   理事会100万円、Web会議システム70万円、他委員会
旅 費 交 通 費 支 出 △1,635,000   理事会250万円、他委員会72万円、職員 40万円
通 信 運 搬 費 支 出 総会案内140万円、理事選挙１２５万円、年会費80万円、インターネット
備 品 消 耗 品 費 支 出
修 繕 費 支 出 会員システム改修、会計ソフト、保守料
印 刷 製 本 費 支 出 年会費請求、理事選挙、総会案内
水 道 光 熱 費 支 出
賃 借 料 支 出 日内会館
保 険 料 支 出 △4,006   職員保険、火災保険
諸 謝 金 支 出 △100,233   外部委員謝礼
事 務 用 品 費 支 出 △134,000   
リ ー ス 料 支 出 △102,695   
租 税 公 課 支 出
負 担 金 支 出 △127,100   医学会連合、内保連、移植NW、腎臓病協議会、臨床検査標準協議会

透析療法専門委員会、男女共同参画、女子夏学、医療安全機構
寄 付 金 支 出
支 払 手 数 料 支 出
委 託 費 支 出 △180,000   書類保管、登記、ドメインSSL取得、事務局清掃
記 念 品 費 支 出 名誉会員楯プレート
交 際 費 支 出 △50,000   
雑 費 支 出 △95,000   

△13,886,302   
△22,489,425   

Ⅱ　投資活動収支の部
１．投資活動収入

学会主導学術総会収入 3集会収入合計 － 繰越金
学術調査研究基金取崩収入 △20,000,000   取崩し予定額

△13,373,000   
２. 投資活動支出

退職給付引当資産取得支出 △106,275   
学術調査研究基金取得支出 62総会からの納付金
学会主導学術総会取得支出 3集会支出計-予備費、基金
日中韓腎カンファランス引当資産取得支出 △1,000,000   
専門医症例登録システム取得支出 J-Osler開発費
什器備品取得支出

△29,326,487   
Ⅲ　財務活動収支の部
１．財務活動収入

リース債務借入収入
リース債務借入収入

２．財務活動支出
リース債務返済支出

リース債務返済支出

△3,172,608   △2,976,912   △195,696   
Ⅳ　予備費支出

△959,541   △6,868,881   
△21,378,928   
△28,247,809   

前 期 繰 越 収 支 差 額
次 期 繰 越 収 支 差 額

科　　　　　目

事 業 活 動 収 入 計

事 業 費 支 出 計

管 理 費 支 出 計
事 業 活 動 支 出 計
事 業 活 動 収 支 差 額

投 資 活 動 収 入 計

投 資 活 動 支 出 計
投 資 活 動 収 支 差 額

財 務 活 動 収 入 計

財 務 活 動 支 出 計
財 務 活 動 収 支 差 額

当 期 収 支 差 額
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４．令和 年度第 回日本腎臓学会学術総会長

 
岡田 浩一（埼玉医科大学 腎臓内科／総合診療内科 教授） 

 
５．令和 年度第 回学術大会長

 
第52回日本腎臓学会東部学術大会 
酒井 謙（東邦大学医学部腎臓学講座 教授） 

 
第52回日本腎臓学会西部学術大会 
向山 政志（熊本大学大学院生命科学研究部腎臓内科学 教授） 

 
６．その他

第 9 回 日本腎臓学会上田賞 
二瓶 宏 理事 1996. 4～2004.3  第 32 回東部大会長 
清野 佳紀 理事 1996. 4～2004.3  第 30 回西部大会長 
杉崎 徹三 理事 2000. 4～2004.3  第 34 回東部大会長 
清水不二雄 理事 1998. 4～2006.3  第 35 回東部大会長 
石川 勲 理事 2002. 4～2006.3  第 31 回東部大会長 
北本 清 監事 2004. 4～2006.3  
 

第 26 回（2019 年度）日本腎臓学会「大島賞」2 名 
中野 大介（香川大学医学部薬理学） 
「生体イメージングを活用した腎病態生理機構の解明」 
涌井 広道（横浜市立大学医学部循環器・腎臓・高血圧内科） 
「高血圧・高血圧関連心血管腎臓病におけるアンジオテンシン受容体結合因子 
の病態生理学的意義の解明」 

 
第 3 回（2019 年度）CSA（Clinical Scientist Award）2 名 

諏訪部達也 虎ノ門病院分院 腎センター内科 
山内 真之 金沢大学大学院 腎臓内科学 

 
第 22 回優秀論文賞（2018 年） 
１．原著 2 編（50 音順） 

1) 神田 英一郎（東京共済病院腎臓内科） 
Importance of glomerular filtration rate change as surrogate endpoint for the 
future incidence of end-stage renal disease in general Japanese population: 
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community-based cohort study 【Clin Exp Nephrol （2018）22:318―327】 
 

   
2) 藤澤まどか（東京大学医学部附属病院腎臓内分泌内科） 

Clinical characteristics and genetic backgrounds of Japanese patients with 
atypical hemolytic uremic syndrome   
【Clin Exp Nephrol（2018）22:1088–1099】 

 
２． 症例報告 1 編 

 津畑 豊（新潟市社会事業協会信楽園病院腎臓内科） 
Renal histopathological findings of retinal vasculopathy with cerebral 
leukodystrophy 【CEN Case Reports (2018) 7:83–89】 

 
第 10 回ベストサイテーション賞 

Review article    
黒尾 誠（自治医科大学分子病態治療研究センター抗加齢医学研究部） 

The FGF23 and Klotho system beyond mineral metabolism 
【Clin Exp Nephrol (2017) 21 (Suppl 1):S64–S69】 

 
Original article    

矢野 弘史（医療法人弘生会矢野医院） 
Uric acid transporter ABCG2 is increased in the intestine of the 5/6 
nephrectomy rat model of chronic kidney disease  
【Clin Exp Nephrol (2014) 18:50–55】 

 

第 5 回 YIA（Young Investigator Award）(2019 年) 
１）菊池 寛昭（東京医科歯科大学腎臓内科学） 

Failure to sense energy depletion may be a novel therapeutic target in  
chronic kidney disease  
【Kidney International (2019)；95：123―137】 
 

２）工藤 宏紀（岩手県立中央病院小児科） 
Mutations in six nephrosis genes delineate a pathogenic pathway amenable  
to treatment 
【NATURE COMMUNICATIONS (2018)；9:1960】 
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３）平川 陽亮（東京大学医学部附属病院腎臓・内分泌内科） 
Intravital phosphorescence lifetime imaging of the renal cortex accurately  
measures renal hypoxia  
【Kidney International (2018);93:1483―1489】 

 
４）堀之内智子（兵庫県立こども病院腎臓内科） 

Detection of Splicing Abnormalities and Genotype-Phenotype Correlation in  
X-linked Alport Syndrome  
【Journal of the American Society of Nephrology (2018)；29:2244―2254】 

 
５）三瀬 広記（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科腎・免疫・内分泌代謝内科学） 

Identification of Novel Urinary Biomarkers for Predicting Renal Prognosis  
in Patients With Type 2 Diabetes by Glycan Profiling in a Multicenter  
Prospective Cohort Study : U-CARE Study１ 
【Diabetes Care (2018);41:1765―1775】 
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